
 

                         

 

 

６月 11 日広報部会、6 月 19 日福祉部会、６月 26

日ボランティア部会が開催されました。  

各部会の今年度の活動内容について協議されました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「助け愛よしみ」は、安心して住み慣れたこの地域

で暮らしていく地域づくりの活動を推進していま

す。今年度より新たに「ゴミ出しボランティア活

動」をテーマに取り組んでまいります。これに伴い

組織の改編を行い各自治会より代表の方に１名ずつ

ご参加いただきました。  

今後とも地域のみなさまのご協力を  

いただきながら取り組んでまいりま  

す。どうぞよろしくお願いします。  

 

 

 

 

 

 

５月 30 日第２回総務員会開催されました  

令和６年度学区社協活動について協議、意

見交換しました。今後も各部会の情報を共有

し委員会の意思疎通を図りたいと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「助け愛よしみ」は、安心して住み慣れたこ

の地域で暮らしていく地域づくりの活動を推

進しています。今年度より新たに「ゴミ出し

ボランティア活動」をテーマに取り組んでま

いります。これに伴い組織の改編を行い各自

治会より代表の方に１名ずつご参加いただき

ました。  

今後とも地域のみなさまのご協力を  

いただきながら取り組んでまいりま  

す。どうぞよろしくお願いします。  

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地域に住んでよかった  

 
助け♡愛 よしみ   

 

６月１日現在 <前月比> 

65 歳以上男  1,736 人<-6> 

65 歳以上女  2,035 人<＋2> 

高齢化率    21.32%<-0.02>                     

発行 吉身学区社会福祉協議会  

☎077－583－1650 

各部会を開催しました  

 

 

 

認知症サポーター養成講座について  

・認知症は、誰にも起こりうる脳の病

気です。認知症になっても、周囲の理解

と心遣いがあれば、穏やかに暮らしてい

くことができます。  

・「認知症になっても安心して暮らせ

るまち」を市民の手でつくっていくこと

を目指し、認知症について正しく理解

し、認知症の人やその家族、介護者を温

かく見守る応援者である「認知症サポー

ター」を養成します。  

・中部包括では、認知症サポーター養

成講座を随時開催しています。およそ 1

時間程度、10 人程度のグループからお

受けしますので、自治会の研修などでご

活用いただけるよう、お声かけいただけ

たらと思います。  

・認知症サポーター養成講座の詳細や

ご依頼については、中部包括までご連絡

ください。  

 

☆７月の「こもれび café 」は・・・  
７月９日 (火 ) 午後１時 30 分～午後３時  

守山市立図書館  活動室にて  
 
【お問い合わせ】  

中部地区地域包括支援センタ―  

（すこやかセンター内）  

電話 077(5８４)５５１９ 

FAX 077(５８４)５３６3 

担当：遠藤・井上  

中部地区地域包括支援センター 

 

 
 

在宅介護者のつどい参加者募集  

日頃の介護の疲れを癒しましょう♪  

【日時】７月 31 日（水）  

午前 11 時～午後２時（予定）  

【場所】平兵衛庵  

【内容】よし笛演奏  演奏者  近藤  ゆみ子さん  

お食事・交流会        

【対象】要介護２以上程度のご家族を在宅で介護  

されている方  

【定員】20 名（定員に達した場合は抽選）  

【申込】７月５日（金）から 7 月 16 日（火）  

までに担当の民生委員さんを通じてお  

申込みください。  

【問合先】吉身会館  電話  583－1650    

      受付時間：平日  午前 9 時～午後５時  

               担当  西之園  

 

【身近なことからボランティア】 
 ペットボトルキャップ  

リサイクル会社に売却し、利益をワクチン寄贈

団体に寄付され、途上国にワクチンが届けられ

ます。  

 古切手  

古切手を販売した収益は、知的ハンディキャッ

プの問題を啓発する団体の福祉活動や、障がい

児の療育教材として活用されています。  

 ベルマーク  

吉身小 PTA が取組んでいます。ベルマーク１点

が１円に換算され、学校に必要な設備・教材を

購入できます。  

 空き缶のプルタブ  

プルタブ 800 ㎏につき車いす１台と交換するこ

とができます。  
 
吉身会館では上記物品を随時集めています。  

 

 

 


